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==================================================================

　会議名称：「第２回国際バイオ鉄学会総会（BioIron2007）」

　会　　期：４月１日（日）～６日（金）［６日間］

　場　　所：国立京都国際会館、京都大学（京都市）

　

　４月１日（日）より、日本学術会議が日本鉄バイオサイエンス学会と共同

して開催する「第２回国際バイオ鉄学会総会（BioIron2007）」が、国立京

都国際会館及び京都大学において開催される予定です。開会式では土居日本

学術会議副会長の主催者挨拶他、国際バイオ鉄学会、日本鉄バイオサイエン

ス学会関係者等による挨拶が予定されています。

　当国際会議では、「鉄と生命、疾患、環境を考える」をメインテーマに、

鉄輸送とその制御、アジアにおける鉄過剰症等多くの主要題目を柱として、

約３０ヵ国・３５０名の研究者の参加が見込まれており、当該学術分野に

おける基調講演や様々な研究発表等が行われる予定です

　また、当共同主催国際会議のプログラムの一環として開催される一般市民

を対象とした市民公開講座が、国際会議開催の前日である３月３１日（土）

に京都大学において開催されることとなっています。「貧血と食生活を考え

る」を題材として、貧血の実態とその原因や貧血を予防するための食生活等

について、有識者を迎え、最新の研究成果を基に、一般市民の方々にも分か

りやすい講演等を予定しています。関係者の皆様にご周知いただくとともに、

是非、御参加いただきますようお願いいたします。

　当国際会議の詳細及び市民公開講座については、日本学術会議ホームペー

ジ（http://www.scj.go.jp/ja/info/kyodo/index.html）を御覧いただくとと

もに、国際会議公式ホームページ（https://www.bioiron.org/Default.aspx）

についても、併せてご参照ください。

【問合せ先】内閣府日本学術会議 国際会議担当

　（Tel：03-3403-5731・i254@scj.go.jp）
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==================================================================

　会議名称：「IAP執行委員会」

　会　　期：２月２７日（火）～２８日（水）

　場　　所：トリエステ（イタリア）

　

　　2月27日から28日にわたって、トリエステ（イタリア）においてIAP（イ

  ンター・アカデミー・パネル）執行委員会が開催され、日本学術会議から

  は、土居範久副会長、武市正人会員（第３部のほか事務局から村田参事官

  が出席しました。

　　昨年１２月アレキサンドリア（エジプト）で開催されたIAP総会で選出

　された新執行委員会メンバーによる初の会議となるものであり、日本のほ

　か、ブラジル、キューバ、エジプト、ドイツ、マレーシア、オランダ、

　ＵＫの代表者が出席したほか、ゲストとして今年のＧ８学術会議主催アカ

　デミーであるドイツのレオポルデイーナから参加がありました。

　　会議では、昨年１２月のIAP総会で決定された「戦略計画」の具体的実行

　に向けた方策を中心として議論がなされるとともに、IACとの協力関係の具

　体的化、３月１５日、１６日にドイツで開催されるG8+5会合へのIAPとして

  の貢献の可能性等が議論されました。

　　また、執行委員会の下に設置される戦略計画委員会等５委員会のうち、

　日本学術会議は戦略計画委員会にメンバーとして参加することが決定され

　ました。

　　次回執行委員会はキャンベラ（オーストラリア）で開催することとされ

　ました。

　　なお、当国際会議の詳細については、ホームページに掲載しております

　のでご参照ください。

 　　http://www.scj.go.jp/ja/int/haken/index.html

　

　　【問い合わせ先】日本学術会議事務局参事官室（国際業務担当）

　　　　　　　　　　　　　　　　（Tel：03-3403-1949、i253@scj.go.jp）

■----------------------------------------------------------------- 

  「イノベーション２５戦略会議」中間報告の英語版（御参考）

------------------------------------------------------------------■

    政府のイノベーション２５戦略会議は、２月２６日に「『イノベーション

  ２５』中間とりまとめ～未来をつくる、無限の可能性への挑戦～」を作成

  しましたところ、このたび、同中間とりまとめの英語版が公表されました

  ので、ご参考までにお知らせします。全文は以下のＵＲＬを御覧ください。

  なお、同中間とりまとめには、日本学術会議の対外報告「科学者コミュニ

  ティが描く未来の社会」が活用されています。

    http://www.kantei.go.jp/foreign/innovation/index_e.html

==================================================================　
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■----------------------------------------------------------------- 

  日本学術会議第150回総会について

------------------------------------------------------------------■

　日本学術会議第150回総会が、平成19年４月９日（月）及び10日（火）の

２日間にわたって開催されました。

　開会に先立ち、高市内閣府特命担当大臣から御挨拶をいただきました。

　http://www.scj.go.jp/ja/info/iinkai/sokai/message.html

　また、野中郁次郎一橋大学名誉教授による特別講演「イノベーションの

本質―社会的知識創造のリーダーシップ―」が行われました。

　講演資料は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。

　http://www.scj.go.jp/ja/info/iinkai/sokai/index.html#kouen

　今回の総会では、幹事会と審議内容に重複感が見られること等から、企

画委員会を廃止する「日本学術会議細則の一部を改正する決定案」が浅島

誠副会長より提案され、賛成多数で可決されました。　

【問い合わせ先】 

   日本学術会議事務局企画課審査係 

   Tel:03-3403-3768 FAX：03-3403-1260 E-mail:p225@scj.go.jp 

■----------------------------------------------------------------- 

    対外報告「第一報告：国際天文学連合における惑星の定義及び

　　　　　関連事項の取扱いについて」

    対外報告「基礎科学の大型計画のあり方と推進について」

　　　　　　　　　の公表（ご報告）

------------------------------------------------------------------■

　第35回幹事会（４月９日開催）において、以下の対外報告が承認され、

同日公表しました。

○「第一報告：国際天文学連合における惑星の定義及び関連事項の取扱い

    について」

（平成19年４月９日、物理学委員会

　IAU分科会及び天文学・宇宙物理学分科会） 

　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。　　　  　　　   

　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-t35-1.pdf

　また、第36回幹事会（４月10日開催）において、以下の対外報告が承認

され、同日公表しました。

○「基礎科学の大型計画のあり方と推進について」 

（平成19年４月10日、物理学委員会・基礎生物学委員会・

　応用生物学委員会・地球惑星科学委員会・化学委員会・

　総合工学委員会合同

　基礎科学の大型計画のあり方と推進方策検討分科会）

　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。

　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-t36-1.pdf

【問い合わせ先】 

   日本学術会議事務局参事官(審議第二担当)付 

   Tel:03-3403-1056 FAX：03-3403-1640 E-mail:s253@scj.go.jp 

■----------------------------------------------------------------- 

   「学術の動向」４月号の刊行について（お知らせ）

------------------------------------------------------------------■

  日本学術会議の編集協力により日本学術協力財団が発行している学術情報

誌「学術の動向」４月号の刊行について、概要を次のとおりお知らせいたします。

　発行予定日　　平成19年４月10日

　掲載内容

　　特集　人文社会科学の役割と責任

　　　◎人文社会科学の危機に対峙して　　　　　　　　　　　佐藤　　学

　　　◎文学と人生観―基礎学としての人文学―　　　　　　　高橋　義人

　　　◎科学技術に踏み込む人文社会科学　　　　　　　　　　小林　傳司

　　　◎危機管理における社会科学の役割

　　　　　　　―稀な異常事態にいかに備えるかー　　　　　　塩沢　由典

　　　◎人文社会科学の下流化・オタク化と大衆的正統化　　　竹内　　洋

　　　◎ドレンス論文の概要　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　　学

　　　◎Social Sciences：Truthful or Useful？　　ピーターJ.D.ドレンス

　　　◎安全・安心研究分野からの期待　　　　　　　　　　　唐木　英明

　　　◎天文学・基礎科学からの一視点　　　　　　　　　　　海部　宣男

　　　◎人文社会科学の役割と責任　　　　　　　　　　　　　広瀬　清吾

　　＊「学術の動向」の2004年８月号以降の各号の特集記事につきましては、

　　　（財）日本学術協力財団ホームページ

      （http://www.h4.dion.ne.jp）で全文がご覧になれます。

　　　　また、（財）日本学術協力財団のホームページ内「学術の動向」の

      ページは、日本学術会議ホームページ（http://www.scj.go.jp）とリ

      ンクしているほか、（独）科学技術振興機構（JST）サイエンスポー

      タルともリンクしていますので、

     （http://scienceportal.jp/link/magazine.html）からも入ることが

      できます。

　　【ご購読等問合せ先】

　　　財団法人日本学術協力財団

　　　電話　03－5410－0242、FAX　03－5410－1822

　　　E-mail：jssf@pro.odn.ne.jp

■----------------------------------------------------------------- 

  JSTより研究提案募集のお知らせ

------------------------------------------------------------------■

　戦略的創造研究推進事業では新規研究提案を募集中です。

　CREST（研究代表者が研究チームを率いて研究を推進、年額3千万～1億円

　　　 　程度）

　募集分野：統合センシング技術、超低消費電力情報システム技術、

　　　　　　   高精度・高分解能シミュレーション技術、

　　　　　　   代謝／細胞制御技術、光科学技術、生命システム、

　　　　　　   組込みシステム、ナノテクノロジー、精神・神経疾患、

　　　　　　   ディペンダブルVLSI、次世代半導体デバイス

　さきがけ（研究総括のもとで、研究者個人が研究を推進、年額1千万程度）

　募集分野：先端計測技術、代謝／細胞制御技術、光科学技術、

　　　　　　   ナノテクノロジー、生命システム、RNA機能、

　　　　　　   次世代半導体デバイス、数学

　詳細は、下記URLをご覧下さい。

　http://www.jst.go.jp/kisoken/teian.html

　■ 応募締切：上記URLをご確認ください。

　■ 問合わせ先：科学技術振興機構（JST）　

　戦略的創造事業本部　研究推進部、領域総合運営部

　Tel：048-226-5693　　E-mail：rp-info@jst.go.jp

